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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・明日、東病棟Ｃユニット5号室より関川　良雄様が南ＣＤユニットへ転入予定となっています。

・1/6西村キン子様の入院予定は中止となっています。

・本日、1階浴室のガス点検を行っています。異常なく通常通り使用可能との事です。
・12/31(土)～1/3(火)までの勤務者は手当てが出ますので2階の管理室で受け取って下さい。受け取り時間は日勤→退勤後、準夜→勤務前、深夜→退勤後、遅番→休憩中ですので、周知お願いします。
・和田　邦行様と北城　忠博様が衣類のポケットに室温・湿度計を隠し持っている事あり。

注意して観察して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・堀込　孫四郎様～主治医来棟し、現在の状態安定している事報告し、本日昼からエプリッチ1日1本から食事開始、又、臨時薬は12/28朝から開始とし、3日分処方頂いています。又、右上肢に表皮剥離あり、主治医へ報告し、アズノール軟膏塗布の指示となっています。食事開始に伴い、脱水予防の為、12/28・12/29分の点滴(1日2本ずつ、24時間キープは継続)処方となっています。

・山下　ふよ様～10:00からランチ外出に行かれています。帰院後、14:00から面談行っています。面談にて、今後の方向性として、外泊訓練を行い、デイサービスの見学をして、退院後のサービス調整をし、自宅へ退院の方向となっています。又、退院支援を進めるとともに自己服薬管理も開始となります。外出時に服薬ボードを御家族様より購入して頂いており、明朝本人と担当スタッフで共に服薬ボードへの定期薬のセットを行う予定となっています。

· 種本　サハ様～胃管チューブと膀胱留置カテーテルの交換行っています。

＜要注目患者様＞

· 金田　勇治様～14時悪寒戦慄、体熱感あり、体温38.7℃　酸素飽和濃度80％も経過観

　　　察としています。主治医へ報告し隔絶対応開始、就寝前にインフルエ

ンザテスト実施、セフジトレン処方の指示あり。16時悪寒消失され、体温39.3℃　クーリング開始　酸素飽和濃度80％の為、南Bユニット観察室へ移動しています。酸素3Lマスクにて開始。その後もベッド上で多動であり、酸素マスク外しもあり、都度介入しています。17時主治医へ報告し、本日夕・明日朝分の食事は止め、点滴が明日16時分まで処方、点滴・酸素流入の安全管理目的にて身体拘束開始となっています。

　

・中川原　一夫様～バイタルサインの異常、酸素飽和濃度の低下無く経過しています。指示の点滴トラブル無く施行しています。

・岩舘　邦子様～バイタルサインの異常、酸素飽和濃度の低下無く経過しています。痰鳴無く声掛けに開眼され反応見られています。

・堀込　孫四郎様～点滴トラブル無く施行しています。バイタルサインの異常、酸素飽和濃度の低下はありません。

・中村　なみゑ様～ご家族様へ南Bユニット101号室への移動について説明しています。

　　　　　　　　　男女混合となる事説明していますが、夜間ポータブルトイレ使用している事もあり、パーテーションで見えないように仕切って頂けるなら移動しても良いとの事です。

ご家族様には明日以降の部屋移動になると伝えていますが、101号室へ堀込様が入室された為、しばらく延期となります。面会時にその旨伝えて下さい。

・小澤田　明彦様～10：00体温37.6℃でクーリング施行しています。感冒症状はありません。午後、主治医指示にて隔絶解除となっています。

・五十嵐　恵子様～感冒症状なく経過しています。

・浅野　秀子様～比較的、座位姿勢良く過ごされていますが、9：00頃より車椅子からの立ち上がり頻回で頬を叩く、テーブルと叩く等と苛々感を訴える事あり。11：00に臥床時間を設けてからは落ち着いて過ごす事できています。

・百澤　豊子様～右臀部の褥瘡は良くなっていますが、臥床時に真横を向いてしまうとマットレスに創部が当たってしまう為、体交時のポジショニングの際は気をつけて下さい。

・神久保　サタ様～昨日の排尿トータル570mlで尿量少ない為、日中を通して水分摂取促しています。本人も拒否的である為、こまめに促して行きましょう。

・梅内　重美様～朝・昼食ともに副食に手を付けず、主食と汁のみ摂取しています。栄養バランスが偏ってしまう為、注意して食事摂取量の観察と栄養状態の観察をお願いします。

・田中　ナミ様～朝食エプリッチと他一口のみ。昼食は主・副食2/3のみ、他全量摂取。食事摂取量少ない為、補食促しています。引き続き、食事摂取量の観察お願いします。

・福田　りわ様～右臀部に掻き傷様の表皮剥離あり。アズノール軟膏+ラップ保護行ってい

ます。

・七崎　武夫様～入浴時、臀部を掻いた際に出血あり。アズノール軟膏+ラップ保護行っています。

＜相馬SGMより＞
・インフルエンザ発生時の面会場所について感染委員会と話し合っていますが、今後面会場所を南病棟以外で設定する予定です。南病棟においては年末年始の面会制限をするか検討中です。

・年明けに電動ベッド3台と柵3セットを購入して頂ける予定です。

＜OTより＞

· 1/3(火)までに12月分の総括をお願いします。

・其田淑子様に日中の間で正月飾りの折鶴作成をお願いしていますが、ここ数日間夜遅くまで年賀状を書いているとの事なので、日中に年賀状を書くよう促しています。折鶴は後回しで良い事伝えていますが、本人はどちらの作業も出来ると話しています。夜間寝ずに作業しているようであれば報告お願いします。再度、声掛け行っていきます。

・裁縫箱ごと患者様へ渡している時があります。貸し出す際は必要な物のみ渡すようお願いします。また返却後の数の確認も忘れずに行って下さい。

＜皮膚科往診＞

・其田　淑子様～右第1指、下肢・両踵の軟膏がウリモックス軟膏→へパリン類似物質軟膏に変更となっています。

・中川原　一夫様～浸出液がある部位にへパリン類似物質軟膏+デルモゾールＤＰ塗布の指示あり。

・山下　ヨシ様～タベジールは飲み切り止めで右臀部の処置は終了。左臀部に掻き傷様の表皮剥離あり。エルタシン+ガーゼ保護の指示あり。午前、午後と臥床時間を設けて下さい。

・高橋　礼子様～左下肢、右鼠経、下腹部、両腕　仙骨部周囲はデルモゾールDP+オイラックスの指示あり。

・和田　すゑ様～タベジールは14日分同内容で継続処方となっています。

＜褥瘡状態評価＞

・金田　勇治様～背骨と膝は治癒。

・百澤　豊子様～左臀部は治癒。右臀部は0.5cm×0.2cm。引き続き、体位変換の徹底と栄養状態の観察を行って下さい。

・岩舘　邦子様～2cm×2cm。ポケットは6cm×4cm。点数は前回と変わりなし。身体管理要する為、次回の皮膚科受診は未定となっています。引き続き、体位変換の徹底と身体状態の観察を行って下さい。

・北向　みつる様～2cm×4cm。点数は前回と変わりなし。引き続き、体位変換の徹底と栄養状態の観察を行って下さい。

・和田　すゑ様～1cm×0.3cm。点数は前回と変わりなく悪化もない。引き続き、体位変換の徹底と血糖値の観察をして下さい。

・高橋　礼子様～0.5cm。改善傾向にあり。引き続き、体位変換の徹底と栄養状態の観察を行って下さい。

・佐々木　助一様～新たに右臀部の肛門横に(大)1cm×1cm(小)0.4cm×0.5cmの2箇所の表皮剥離あり。食事の直前に離床していきましょう。朝は日勤者で離床行って下さい。左足ふくらはぎの外側1.3cm×1.1cm。不随運動ある為、膝まで隠れるニーハイソックスを家族へ依頼していきます。

・堀込　孫四郎様～右大転子は1cm×0.7cm。状態は良好。引き続き、処置継続と体位変換を徹底していきましょう。

＜定期薬変更＞

・田中　ナミ様～アーチスト(2.5)2T→アーチスト(10)0.5T　1×朝に変更となっています。

・百澤　豊子様～フロセミド(40)1T　1×昼が追加となっています。

・五十嵐　恵子様～グラマリール(25)6T→3Tに減薬となっています。

・高橋　礼子様～エビリファイが中止となっています。

・福田　りわ様～レボトミン1T→2Tへ増薬となっています。

